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軸 1 0.17649 0.42010
軸 2 0.13919 0.37308
軸 3 0.13319 0.36495
軸 4 0.09235 0.30389
軸 5 0.07721 0.27786
軸 6 0.06479 0.25454
軸 7 0.06407 0.25311














































軸 1 軸 2 軸 3 軸 4
L2_ 1 －0.5571 －0.0930 －0.1603 2.0268
L2_ 2 －0.5694 －0.0961 －0.1661 2.2110
L2_ 3 －1.6130 －3.8488 2.6956 －1.3139
L2_ 4 －1.6130 －3.8488 2.6956 －1.3139
L2_ 5 －1.6130 －3.8488 2.6956 －1.3139
L2_ 6 －1.7942 4.4938 1.5098 －1.2918
L2_ 7 －1.7142 4.1950 1.4008 －1.0680
L2_ 8 －1.4007 －0.9099 －6.3374 －1.5135
L2_ 9 －1.4007 －0.9099 －6.3374 －1.5135
L2_10 2.1097 0.0208 0.0077 6.8953
L2_11 5.0673 0.1896 0.2809 －4.2568
L2_12 5.0673 0.1896 0.2809 －4.2568
L3_ 1 －1.6130 －3.8488 2.6956 －1.3139
L3_ 2 －1.7675 4.3942 1.4735 －1.2172
L3_ 3 －1.4007 －0.9099 －6.3374 －1.5135
L3_ 4 5.0673 0.1896 0.2809 －4.2568
L4_ 1 3.5885 0.1052 0.1443 1.3192
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ターンシップの参加に対する前向きな動機づけを促し
たものと考えられる。一方で、インターンシップへの
参加に対する不安については、この時期の短期大学生
を対象とする上で想定の範囲内と言え、モチベーショ
ンの有無とは切り離して考えるべきものである。学生
の中には、既に志望業界でアルバイトを始めている者
（例えば、ブライダル等）も見られるが、大部分の学
生にとって具体的なキャリア形成をイメージした職場
体験としては、短期大学一年次の夏期インターンシッ
プが初めての経験となる。したがって、ここで抱く不
安は自然な感情として理解することができ、大学とし
て丁寧に対応していくべきものである。この点は、軸
2の「初めて経験であることからマナーや仕事に対す
る自信がなく、そのためにインターンシップ先で上手
く馴染めるか不安を抱えている」についても、同様に
考えることができる。特に、社会人とのコミュニケー
ションをとる機会やアルバイト経験が乏しい学生にお
いては、このことがインターンシップへの参加を躊躇
させる要因になり得るものと考えられる。
　実際に彼らを支援する現場にいると、インターン
シップへの参加に対する最初のハードルとして見られ
るものとして、「エントリーシートの作成」と「受け
入れ先への電話」がある。エントリーシートの重要性
の理解は早く、その作成に対する姿勢は前向きであ
る。一方で、電話に対しては、実際に掛けるまでに時
間を要する学生が少なくない。近年、LINEをはじめ
とする SNSの普及に伴い電話を掛ける機会そのもの
が減少し、彼らが電話に不慣れであること、加えて電
話の相手方が面識のない企業の担当者であること等が
原因であると考えられる。
　次に、軸 4の「インターンシップでの経験を通して
視野を広げ将来の選択肢を増やしたいと望む一方で、
自分に向いている仕事ややりたい仕事を特定したい」
は、就職を考え始める時期の学生の多くが感じるジレ
ンマである。確かに、将来の目標を特定することがで
きれば、それだけ効率よく対策を講じることができ、
目標へも接近し易くなることは言うまでもない。ま
た、将来を思い描けない不安定な状況から脱却できた
という実感は、安心感を学生にもたらすものである。
しかしながら、安易にキャリアを特定することが後に
大きなリスクを伴うことは周知の通りである。した
がって、まず、視野を広げること、その上で目指す方
向を絞り込んでいくことを考えていかねばならない。
この点で、 1年次の夏期のインターンシップは有意義
な機会であると言える。希望の仕事が特定されている
学生は実際に職場体験をすることで理想と現実の齟齬
を確認することができ、一方で、特定できていない学
生は将来の選択肢を広げる機会として活かすことがで
きるからである。後者の学生は、前者に比べて当初の
モチベーションが低くなりがちな傾向にあるが、
OBOGとの関わりや合同企業説明会等で実際に企業
の声に触れていく中で、その行動にも徐々に主体性が
表れるようになっている。
５．インターンシップ事前教育改革の効果検証② 
―参加状況から―
　学生がインターンシップ先を見つける方法として
は、大学紹介若しくは自己開拓のいずれかを選択する
必要がある。大学紹介の場合には、大学（キャリアサ
ポート室）により用意されたリストの中から企業を選
び、指定の書類を用意して参加の手続きをとる。この
場合、本学の学生同士で人数調整が必要となるケース
もあるが、これまでのところ第 2希望若しくは 3希望
の範囲内でエントリー先を選定することができている
（エントリーを行えば自動的に参加が確定する）。これ
に対して、自己開拓は、学生が自らの力でインターン
シップ先を見つけ、電話等で調整を行い、場合によっ
ては企業の担当者による選考を経て参加の権利を勝ち
取るものである。当然のことながら、学校紹介の方が
参加のハードルは低いため、インターンシップへの参
加に対するモチベーションの低い学生が積極的に自己
開拓を選択することは考えにくい。
　今回の改革の前後で、自己開拓の状況をグラフ化し
たものが図 5である。なお、グラフ内の「自己開拓割
合」とは、本学の短期大学生が、 1年次にインターン
シップに参加した全ての受入れ企業数に対して、学生
が自力で開拓した受入れ企業数の割合である。この点
に注目すると、2018年度には10.7％だったものが、改
革後の2019年度には30.1％に伸びていることがわかる
（4）。このような成果をもたらした要因として、一つに
はよりインターンシップと就職を関連づけて考えられ
るようになったことが挙げられよう。実際に、支援の
現場で学生と関わる中においても、「大学紹介のリス
トに興味を持てる企業が見当たらない。」「リストに掲
載されている企業の数が少なすぎる。」など、不満の
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声が多く寄せられた。これらの声は、とりあえず与え
られた情報の中から参加企業を選ぶ（単位のために機
械的に選択する）という受動的な姿勢ではなく、むし
ろ、自らの進路を自分たちなりにイメージした上で、
その準備作業としてインターンシップ経験を効果的に
活用したいという姿勢の表出と言うべきものである。
結果として、こうした学生たちは、大学紹介リストに
頼ることはせず、自らの意思で受入れ企業を開拓しよ
うと行動した。このように、能動的な姿勢でインター
ンシップに向き合う姿が多く見られたことは、今回の
改革の大きな成果であると言えよう。
　学生がインターンシップを自らのキャリア選択にお
いて「必要な経験」と位置付け、能動的に行動するに
至った要因としては、自らの選択と判断で合同企業説
明会等の企業ブースに足を運び、リアルな企業の声に
触れられたところが大きい。若松・白井・浦上・安達
（2019）は、キャリア教育が目指すべき「自立」と
は、「他者に対して自分を、また社会のなかに自分を
位置づけることである」と述べている。この点で、実
際に企業の声に触れ、仕事や企業の中に自分の位置づ
けをイメージする機会を得られた学生は、自立に向け
て確実に一歩を踏み出せたことになる。このような動
機付けを促すきっかけを数多く提示できたことが、今
回の改革の成果を導いた重要なポイントであったと考
えている。
６．おわりに
　本研究は、インターンシップへ参加する学生のモチ
ベーションに焦点を当て、その向上のため消極的姿勢
の軽減を試みたものである。その手法として、従来の
支援方法の中から「受け身」の姿勢を誘導し得る要因
を可能な限り排除しようとした。すなわち、「与えら
れる」ものを極力少なくすることによって、能動的な
姿勢を当たり前のこととして捉えられる環境を作り上
げた、というシンプルな試みであった。結果として、
改革前と比べて学生のモチベーションの向上を確認す
ることができた。
　今後の課題として、モチベーションの種類に注目し
た支援の工夫を考えていく必要がある。今回の改革で
は、結果として前年度より参加姿勢に改善が見られた
ものの、その効果が、キャリア形成全体において長期
間に及ぶものであるか、一時的なものであるか、につ
いては考えられていない。言うまでもなく、インター
ンシップへの参加は主体的な職業選択のための一つの
機会にすぎないのであるから、インターンシップへの
参加をゴールとした議論は適切ではない。ところで、
モチベーション理論によれば、モチベーションは「外
発的」なものと「内発的」なものとに分けられること
になる。学生の自律的学習へのモチベーションを上げ
る方策についての研究の中で、松尾・磯貝（2017）
図５　インターンシップ先の開拓方法の推移
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は、「内発的」なモチベーションは自発的、自律的な
ものとして理想的であるが、「外発的」なモチベー
ションで行動を促そうとすると、アンダーマイニング
効果を引き起こすこととなり、トータルでマイナスな
効果を招来するとし、安易に「外発的」モチベーショ
ンに頼る支援の在り方に警鐘を鳴らす。本学のイン
ターンシップ事前教育の場面においても、今後、「内
発的」モチベーションの向上に焦点を当てた支援の在
り方を探求していきたい。
　本研究は、高崎商科大学2019年度教育改革研究費の
交付を受けて行われた。
注
（ 1）　文部科学省・厚生労働省・経済産業省「インターンシップの
推進に当たっての基本的考え方」（2014）によれば、インター
ンシップの意義について「高い職業意識の育成」、「自主性・独
創性のある人材の育成」等を挙げており、その効果に期待され
るところは大きい。
（ 2）　当該アンケートは、2018年度インターンシップガイダンス内
において、本学の短期大学 1年生78名を対象に、インターン
シップの行き先を決定する直前のタイミングで実施したもので
ある。
（ 3）　この段階で具体的に行ったことは、内容のカード化、グルー
プ化、ラベル付けである（これらの過程を「カード布置」とよ
ぶ。）。この段階において研究者の観点が介入することは後の分
析結果に主観的な影響を及ぼすこととなるため、KH法では、
数理的分析方法を導入する。具体的には、数量化理論Ⅲ類に基
づき、カード布置の構造、すなわちカードとグループの包含関
係を数理的に捉えるのである。その上で、得られた軸構造の
「解釈の困難さ」を判断材料として、要約段階の健全性、すな
わち研究者の観点の介入を可能な限り抑制した要約を実現しよ
うとするものである。
（ 4）　インターンシップの受け入れ企業数（実際に学生がインター
ンシップとしてお世話になった企業の数）も、2018年度に103
社だったものが、2019年度には188社となり、大幅な増加が見
られる。この点は、本学の入学者数の増加（2018年度78名、
2019年度105名）を遥かに上回る伸びとなっていることから、
この度の改革の成果と言えよう。
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